
給に影響が生じる可能性があるため、船外活動
による処置を検討しています。
　US EVA20 の実施が正式に決定された場合、
船外作業は星出、サニータ・ウィリアムズ両宇
宙飛行士が担当する計画です。星出宇宙飛行士
にとっては、8 月 30 日から 31 日にかけて実施
した US EVA18 と、9 月 5 日から 6 日にかけ
て実施した US EVA19 に続き、3 回目の船外活
動となります。

　国際宇宙ステーション（ISS）計画の国際
パートナー各極により、11 月 1 日に米国の
船外活動（US EVA20）を実施することが検
討されています。
　US EVA20 では、P6 トラスの太陽電池パ
ドル熱制御システム（PVTCS）で発生してい
る微量の液体アンモニア漏れの対処を行う
計画です。液体アンモニア漏れがこのまま継
続した場合、太陽電池パドルからの電力供

Pick Up 星出宇宙飛行士にとって ISS 滞在中 3 回目となる船外活動が計画中！

US EVA19 時の星出宇宙飛行士
（出典：JAXA/NASA）

■NASA TV（視聴の手引きページ）
　http://iss.jaxa.jp/library/video/nasatv.html

星出宇宙飛行士ら国際宇宙ステーショ
ン（ISS）の第 32 次 / 第 33 次長期滞在ク
ルーが搭乗するソユーズ宇宙船（31S）の
帰還が、国際パートナー各極間の合意に
より、11 月 19 日午前 11 時 00 分に決定
されました。

当初、31S の帰還日は 11 月 12 日で計
画されていましたが、新たなクルー 3名
が搭乗する次のソユーズ宇宙船（32S）の
打上げ延期などに伴い、約 1 週間延期さ
れることになりました。また、帰還日の決
定に伴い、船外活動が11月1日に計画さ
れています。実施が正式に決定されれば、

星出宇宙飛行士にとっては3回目の船外
活動となります。

軌道上の星出宇宙飛行士は、船外活動
に備えた訓練や「きぼう」日本実験棟での
実験に関わる作業のほか、32Sの到着や
ドラゴン補給船運用 1 号機（SpX-1）の
ISS 離脱に向けた準備などに忙しい日々
を送っています。

ドラゴン補給船運用1号機は、10月28
日午後10時07分頃、ISSのロボットアー
ム（SSRMS）の先端から放出され、ISSを
離脱する計画です。SSRMSによるドラゴ
ン補給船運用1号機の「ハーモニー」（第2

結合部）からの取外しと放出は、星出宇宙
飛行士がサニータ・ウィリアムズ宇宙飛行
士とともに実施する予定です。

ドラゴン補給船運用1号機は、ISSから
の離脱後に大気圏再突入を行い、10 月
29日午前3時20分頃、JAXAの実験試料
などの回収品を搭載したカプセル（与圧
部）を洋上に着水させる計画です。

星出宇宙飛行士らが搭乗する 32S の帰還予定日が 11 月 19 日に決定！

ト ピ ッ ク ス

Website info

星出宇宙飛行士ISS長期滞在
http://iss.jaxa.jp/iss/jaxa_exp/hoshide/
星出宇宙飛行士Twitter
https://twitter.com/Aki_Hoshide

国際宇宙ステーションへの補給フライト SpX-1
http://iss.jaxa.jp/iss/dragon/dragon_spx1/

（左）ソユーズ宇宙船の帰還（26Sミッション時）（出典：JAXA/NASA/Bill Ingalls）　（右）軌道上の星出宇宙飛行士（出典：JAXA/NASA）
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ISS・きぼうウィークリーニュース  第504 号

ウィークリーニュースメーリングサービス登録 http://iss.jaxa.jp/weekly/
※特に断りのない限り日付は日本時間です。
※ 「ISS・きぼうウィークリーニュース」に掲載された記事を転載する場合、本ウィークリーニュースから転載した旨を記述ください。

お問い合わせ https://ssl.tksc.jaxa.jp/iss/help/ホームページ http://iss.jaxa.jp/
問い合わせ先：宇宙航空研究開発機構 宇宙ステーション・きぼう広報・情報センター

SPACE@NAVI-Kibo WEEKLY NEWS　http://iss.jaxa.jp/library/video/category/WEEKLY NEWS
「きぼう」や ISS の最新情報を映像でお届けするウィークリービデオニュースはこちらをご覧ください。

more information

インターネットなどからの寄附金募集中、宇宙航空研究開発の発展のために皆様のご支援をお願いいたします！
http://www.jaxa.jp/about/donations/index_j.html
JAXA は、宇宙航空研究開発を応援してくださるお気持ちを広く受け入れるため、インターネットなどから簡易に実施できる寄附金の募集を行っています。

11 月 5 日（月）開催　国際宇宙ステーション「きぼう」利用成果シンポジウム（第 4 回）　参加者募集中！
http://iss.jaxa.jp/topics/2012/10/iss_symposium.html　
今回は「宇宙医学」をテーマに、「きぼう」で実施されている実験の内容とその成果について分かりやすくお伝えします。参加は無料ですが事前申し込みが
必要です。詳細はホームページをご覧ください。皆様のご参加をお待ちしています。

筑波宇宙センターにて星出宇宙飛行士＆「こうのとり」3 号機打上げ企画展『母なる地球から、旅立つあなたへ』開催中！
http://www.jaxa.jp/visit/tsukuba/topics_j.html
星出宇宙飛行士と「こうのとり」3 号機について紹介するパネル展示、ソユーズ宇宙船の帰還カプセルの実物大模型やロシアのソコル宇宙服の展示など
盛りだくさんです。ぜひ、ご家族やお友達と一緒にお越しください。

ISS のリブーストを実施、32S は 10 月 23 日午後 7 時 51 分に打上げ予定
最初のISS構成要素打上げから5086日経過

軌道上の第33次長期滞在クルーは、今
後予定されているソユーズ宇宙船（32S）
の到着や、ドラゴン補給船運用 1 号機

（SpX-1）の離脱に向けた準備などに忙し
い日々を過ごしました。

10 月 18 日、「ズヴェ ズ ダ」（ロ シ ア の
サービスモジュール）のエンジンを使用し
た国際宇宙ステーション（ISS）のリブー
スト（軌道上昇）が行われ、ISSの平均軌
道高度は0.59km上昇して約414kmとな
りました。今回のリブーストは、32S の
到着などに備えて実施されました。

カザフスタン共和国のバイコヌール宇
宙基地では、32Sの打上げに向けた準備
が最終段階に入っています。32S は、10

月 23 日午後 7 時 51 分に打ち上げられ、
10月25日午後9時35分頃にISSへドッ
キングする計画です。

32Sに搭乗し、新たに第33次長期滞在
クルーへ加わるフォード宇宙飛行士らは、
星出宇宙飛行士らが帰還するまでの約
1 ヶ月間、6名体制で協力してISSを運用
します。フォード宇宙飛行士はスペース
シャトルのパイロットとして1回の飛行
経験を持ち、ISS 長期滞在は今回が初め
てとなります。ノヴィツキー、タレルキン
両宇宙飛行士は今回が初飛行です。

Expedition 33 Crew
ISS滞在98日経過
サニータ・ウィリアムズ（コマンダー、NASA）
ユーリ・マレンチェンコ（ロシア）
星出 彰彦（JAXA）

今 週 の 国 際 宇 宙 ス テ ー シ ョ ン

Website info

打上げに向けた準備を完了したソユーズ宇宙船
の前で記念撮影する 32S 搭乗クルー

（出典：JAXA/NASA/Victor Zelentsov）

国際宇宙ステーション（ISS）
http://iss.jaxa.jp/iss/

10月25日からISS滞在開始予定
ケビン・フォード（NASA）
オレッグ・ノヴィツキー（ロシア）
エヴゲニー・タレルキン（ロシア）

32Sミッションページ
http://iss.jaxa.jp/iss/32s/

「きぼう」日本実験棟船内実験室では、
10 月 15 日から、細胞実験ラックの細胞
培養装置（CBEF）で「植物の抗重力反応
機構－シグナル変換・伝達から応答まで」

（Resist Tubule）実験を開始しました。
この実験では、シロイヌナズナを微小

重力環境で生育し、地上の重力環境や軌
道上の疑似重力環境で生育させたシロイ
ヌナズナと比較することで、植物が重力
に打ち勝って成長するために体を丈夫に
していく仕組みについて、遺伝子の働き

や細胞内の変化に至るまでを詳しく調べ
ることを目的としています。

10月17日と18日に、「国際宇宙ステー
ション内における微生物動態に関する研
究」（Microbe）実験のサンプル採取を行
いました。

そのほか、「メダカにおける微小重力が
破骨細胞に与える影響と重力感知機構の
解析」（Medaka Osteoclast）実験に向け
た準備として、10 月 18 日に多目的実験
ラック（MSPR）のワークボリュームに設

置されている水棲生物実験装置（AQH）の
機能確認を実施しました。

Medaka Osteoclast 実験で飼育するメ
ダカは、ソユーズ宇宙船（32S）に搭載さ
れ、10 月 25 日に国際宇宙ステーション

（ISS）へ到着する予定です。

Resist Tubule 実験を開始、Microbe 実験のサンプル採取などを実施

Website info

船内実験室運用開始から1601日経過
今 週 の き ぼ う

「きぼう」での実験（各実験の詳細はこちら）
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/

Medaka Osteoclast実験解説ページ
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/theme/second/
medakaosteoclast/

マランゴニ対流実験紹介ページ
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/theme/first/marangoni/

水棲生物実験装置（AQH）
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/pm/mspr/area/aqh/

多目的実験ラック（MSPR）
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/pm/mspr/

REX-J特設サイト
http://robotics.jaxa.jp/rexj/rexj_topics.html

Nano Step実験紹介ページ
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/theme/second/
nanostep/

ポート共有実験装置（MCE）
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/ef/mce/

Microbe実験紹介ページ
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/theme/second/
microbe/

YouTube Space Labホームページ
http://www.youtube.com/spacelab/

「きぼう」日本実験棟で生命科学実験テーマ「Resist 
Tubule」が開始されました
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/news/
resist_tubule_starts.html

Medaka Osteoclast実験紹介ページ
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/theme/second/
medakaosteoclast/

http://iss.jaxa.jp/kiboexp/news/resist_tubule_starts.html
http://iss.jaxa.jp/library/video/category/WEEKLY NEWS
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